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Ⅰ　はじめに
　本学では，新入生を対象に昭和 34 年（1959 年）から継続し
て運動適性検査を実施してきた。その集計結果は，本紀要に継
続して報告し，本学学生の体力・形態の把握や，スポーツ・体
育関連授業の充実のために利用されてきた。2013 年度からは，
報告フォーマットの改善にも着手し，「スポーツ総合演習」，「ス
ポーツ総合」，「スポーツ実習入門」などのスポーツ・体育関
連授業で得られた全学的なデータを提供している（法政大学
スポーツ研究センター調査・研究部，2014，2015，2018，2019，
2020；泉ほか，2016；林ほか，2017；広瀬，2020）。しかしな
がら，令和 2 年度（2020 年度）以降，新型コロナウイルス感
染抑制を目的とした各キャンパスの施設利用の制限により，
例年のような体力測定が実施できなかった学部も多い（法政
大学スポーツ研究センター調査・研究部，2021）。2022 年度

（今年度）も体力測定自体を実施していない学部も見受けられ
たが，本報告に向けた依頼に対して，2021 年度よりも多くの
学部からデータの提供を受けることができた。そのため本報
告では，2020 年度以降継続しているコロナ禍においてはじめ
て多くの学部からデータを収集できたことを踏まえ，新型ウ
イルス感染者数の拡大がみられた時期（以下，コロナ禍）の
前と今年度における本学学生の体力測定値の比較を行った。

Ⅱ　方法
1．測定対象者・対象学部
　本報告では，2022 年度の春学期および秋学期にスポーツ・
体育関連授業を履修した学生 2,356 名を対象とした（男子学生
1,519 名，女子学生 837 名）。以上の対象者の所属学部・キャ

ンパスの内訳は，市ヶ谷キャンパス法学部（男子学生 460 名，
女子学生 348 名），文学部（男子学生 10 名，女子学生 12 名），
経営学部（男子学生 16 名），国際文化部（男子学生 14 名，女
子学生 51 名），人間環境学部（男子学生 16 名，女子学生 61

名），キャリアデザイン学部（男子学生 28 名），デザイン工学
部（男子学生 39 名，女子学生 17 名），小金井キャンパス理工
学部（男子学生 219 名，女子学生 47 名），情報科学部（男子
学生 31 名），生命科学部（男子学生 72 名，女子学生 36 名），
多摩キャンパス経済学部（男子学生 575 名，女子学生 204 名），
現代福祉学部（男子学生 16 名，女子学生 14 名），スポーツ健
康学部（男子学生 23 名，女子学生 47 名）であった。
　本報告では，可能な限り多くのデータを分析に使用するこ
とを目的の一つとしていることから，個人内の測定項目にお
いて欠損値があった場合においても，個別のデータそのもの
は各項目のデータの分析に用い，その結果を図表に示した。

2．測定項目および測定方法
　すべての測定方法は，原則として文部科学省の新体力テス
ト（文部省，2000），および新・日本人の体力標準値（首都大
学東京体力標準値研究会，2007）で示されている手法に準じた。

1）形態測定
　長育を示す項目として，身長を選択し，それぞれ専用の身
長計を用いて測定した。また，量育指標の代表値として体重
の測定を行った。この体重計測と同時に生体電気抵抗法によっ
て推定された体脂肪量をもとに体脂肪率を計測した。測定した
身長と体重の値を用いて，body mass index（BMI）を求めた。　　　　　
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2）体力測定
（1）柔軟性
　長座位による体前屈により，柔軟性の測定を行った。専用
のデジタル測定器を用い，2 回測定をして優れた方の記録を測
定値とした。

（2）筋力
　局所の筋力を示す種目として，握力を測定した。左右それ
ぞれ交互に 2 回測定し，記録の良い方を測定値とした。なお，
経済学部と現代福祉学部においては，対象学生の利き手を調
査し，利き手および非利き手の測定値を求めた。また，全身
の筋力を反映するものとして上体起こしを測定した。学生は 2

人 1 組になり，30 秒間で上体起こしができた最大回数の計測
を行った。さらに，現代福祉学部においては，背筋力計を用
い，膝を伸ばしたままハンドルを順手で握り，背を伸ばして
上体を 30 度前方に傾けた姿勢から背筋力の測定を実施した。　　　　　

（3）俊敏性
　俊敏性を測定する項目として，反復横跳びを実施した。学
生が 2 人 1 組になり，相互に実施・計測を行った。測定時間
は 20 秒間とし，測定の開始および終了は時間計測者の合図に
よって行った。測定は各対象者につき 1 回とした。

（4）瞬発力
　瞬発力を反映する項目として垂直跳びを測定した。紐式計
測器を用いて 2 回の測定を実施し，優れた方を代表値とした。
また，助走をつけず，腕や身体で十分モーションをつけてで
きるだけ前方に跳躍する立ち幅跳びを 2 回測定し，優れた方
を代表値とした。さらに，50m の直線路を使用し，50m 走の
測定，および中学生用ハンドボールを使用したハンドボール
投げを実施した。

（5）全身持久力
　全身持久力を測定する種目として，20m シャトルランを実
施した。一定の間隔で鳴る電子音に合わせ，20m 間隔にある
線を往復し，2 回続けて電子音に合わせられなくなるまでの値
を測定値とした。

3．データの集計および統計解析
　すべてのデータにおいて，平均値と標準偏差を算出し，本
文中では特別な指示がない限り，平均値 ± 標準偏差で示した。
また，各測定項目に関して，学部ごとに平均値と標準偏差を
算出した。従来の報告（法政大学スポーツ研究センター調査・
研 究 部，2015，2018，2019，2020； 泉 ほ か，2016； 林 ほ か，
2017）に倣い，身長（cm），体重（kg），BMI（kg/m2），体脂
肪率（%），長座位体前屈（cm），握力の平均値（kg），垂直跳
び（cm），反復横跳び（回），上体起こし（回）の項目につい
ては，性ごとのヒストグラムを作成した。
　これらに加えて，コロナ禍前と今年度の初年次生における

身体組成および体力レベルの分布を比較するために，「2017 年
度」の測定値を「コロナ禍前」のデータとして採用し，今年
度のデータと比較を行った。比較は，体重，BMI，体脂肪率，
長座体前屈，平均握力，上体起こし，反復横跳び，垂直跳び
の 8 項目について行い，2017 年度および今年度のデータを用
いて男女別にχ2 検定を実施した。有意なχ2 値が得られた場
合には残差分析を行い，コロナ禍前と今年度の各区分の人数
比を比較した。その際，人数が 5 人未満であった区分は分析
から除外した。なお，特別な指示がない限り，本報告におけ
る体力測定のデータは小数第 1 位まで，統計的な分析結果は
小数第 2 位まで記述した。

Ⅲ　結果
　各測定項目および体力測定項目における学部，性ごとの測
定値を表 1-1 ならび表 1-2 に示した。また，従来の報告（法政
大学スポーツ研究センター調査・研究部，2015，2018，2019，
2020；泉ほか，2016；林ほか，2017）に倣い，身長（cm），体
重（kg），BMI（kg/m2），体脂肪率（%），長座位体前屈（cm），
握力の平均値（kg），垂直跳び（cm），反復横跳び（回），上
体起こし（回）の項目については，性ごとのヒストグラムを
示した（図 1-1，1-2）。
　また，今年度とコロナ禍前（2017 年度）の各測定項目およ
び体力測定項目における人数を表 2-1，2-2，2-3，2-4，2-5，
2-6，2-7，および表 2-8 に示した。男子学生のこれら測定年度
の異なる測定項目のデータを用いたχ2 検定の結果，体重，
BMI，体脂肪率については有意なχ2 値は得られなかった（体
重：χ2 (11) = 14.87，P = 0.19；BMI：χ2 (8) = 10.84，P = 0.21；
体脂肪率：χ2 (9) = 16.19，P = 0.06）。体力測定の 5 項目（長
座体前屈，平均握力，上体起こし，反復横跳び，垂直跳び）
については，各項目において有意なχ2 値が得られた（長座体
前屈：χ2 (12) = 52.23，P < 0.01；平均握力：χ2 (15) = 154.07，
P < 0.01；上体起こし：χ2 (7) = 36.31，P < 0.01；反復横跳び：
χ2 (10) = 85.69，P < 0.01；垂直跳び：χ2 (11) = 21.32，P = 

0.03）。有意なχ2 値が得られた項目に関して残差分析を行った
結果，長座体前屈においては，20.1cm から 35.0cm，45.1cm

から 50.0cm，55.1cm から 60.0cm，および 65.1cm から 70.0cm

の各区分においてコロナ禍前よりも今年度の人数が期待度数
よりも有意に多かった（表 2-4）。また，平均握力においては，
22.6kg から 32.5kg までの各区分，また 40.1kg から 50.0kg ま
での各区分において今年度の人数が期待度数よりも有意に多
かった（表 2-5）。さらに，反復横跳びに関しては，26 回から
30 回の区分，および 36 回から 65 回までの各区分において今
年度の人数が期待度数よりも有意に多かった（表 2-6）。垂直
跳びに関しては，50.1cm から 60.0cm までの各区分，また
70.1cm から 75.0cm の区分において（表 2-7），上体起こしに
関しては，16 回から 35 回までの区分において（表 2-8），今年
度の人数が期待度数よりも有意に多かった。
　女子学生についても同様に，コロナ禍前と今年度の観測値
についてχ2 検定を行った結果，体重，BMI，体脂肪率，垂直



第 41 号

77

跳び，上体起こしについては有意なχ2 値は得られなかった
（体重：χ2 (11) = 14.87，P = 0.19；BMI：χ2 (8) = 10.84，P = 

0.21；体脂肪率：χ2 (9) = 16.19，P = 0.06；垂直跳び：χ2 (7) = 

8.75，P = 0.27；上体起こし：χ2 (6) = 7.91，P = 0.24）。体力測
定の 3 項目（長座体前屈，平均握力，反復横跳び）について
は，各項目において有意なχ2 値が得られた（長座体前屈：χ2 

(11) = 31.97，P < 0.01；平均握力：χ2 (9) = 32.16，P < 0.01；反
復横跳び：χ2 (7) = 25.91，P < 0.01）。有意なχ2 値が得られた
項目に関して残差分析を行った結果，長座体前屈においては，
15.1cm から 25.0cm までの各区分，また，60.1cm から 65.0cm

の区分において今年度の人数が期待度数よりも有意に多かっ
た（表 2-4）。平均握力においては，15.1kg から 17.5kg，20.1kg

から 22.5kg，25.1kg から 27.5kg の各区分において今年度の人
数が期待度数よりも有意に多かった（表 2-5）。さらに，反復
横跳びに関しては，21 回から 25 回，41 回から 45 回，および
56 回から 60 回までの各区分において今年度の人数が期待度数
よりも有意に多かった（表 2-6）。t1,2 f1

Ⅳ　考察
1．本学入学者の身体組成
　2022 年度（今年度）と 2017 年度の調査報告（法政大学ス
ポーツ研究センター調査・研究部，2018）を比較すると，身

長，体重，BMI，および体脂肪率の平均値はどの項目も同程
度の値であった。2021 年の身長，体重の全国平均値は 19 歳男
子で 170.9cm，女子で 157.9cm，体重は 19 歳男子で 62.3kg，
女子で 51.4kg となっている（スポーツ庁，2022）。本学の初
年次生の平均身長（男子：172.0cm，女子：159.0cm），平均体
重（男子：62.9kg，女子：51.5kg）とこれらの値を比較すると，
身長に関しては，男女ともに今年度の本学入学生の方が高値
を示し，体重に関しては，全国平均値と同等の値であった。
　今年度の調査において，2017 年度と今年度の肥痩度や身体
組成データに関しては，分布の偏りに有意なχ2 値は認められ
ず，コロナ禍前の 2017 年度の値と今年度の値は同等であると
判断された（表 2-1，2-2，2-3）。そのため，新型コロナウイル
ス感染症拡大による社会状況が，本学初年次生の肥痩度や身
体組成に及ぼした影響は小さいことが示唆された。新型コロ
ナウイルス感染症が拡大した時期の前後において肥痩度や身
体組成の変化を比較した先行研究では，青年期の男女でコロ
ナ 禍 の 後 に BMI と 体 重 の 増 加 が み ら れ（Tsuoukos and 

Bodanis，2022），成人男女（平均年齢：27 ± 6 歳）でも同様に
体重と BMI の増加が報告されている（Hedge and Hughson，
2022）。今年度の本学入学者においては，詳細な生活習慣につ
いての調査は行っていない。そのため今年度の体重，BMI に
増加がみられなかった原因は本報告では明らかにできないが，

表 1-1　体力測定における各種目・項目の学部および性別の測定値（市ヶ谷キャンパス）

 5

分において今年度の人数が期待度数よりも有意に多かった（表 2-4）。平均握力においては，1 
15.1kg から 17.5kg，20.1kg から 22.5kg，25.1kg から 27.5kg の各区分において今年度の人数2 
が期待度数よりも有意に多かった（表 2-5）。さらに，反復横跳びに関しては，21 回から 253 
回，41 回から 45 回，および 56 回から 60 回までの各区分において今年度の人数が期待度数4 
よりも有意に多かった（表 2-6）。 5 
 6 

表 1-1 体力測定における各種目・項目の学部および性別の測定値 7 
（市ヶ谷キャンパス） 8 

 9 
n は対象者数，－はデータのない箇所を示す。 10 

  11 

45.0 ± 12.0 43.1 ± 12.4 38.8 ± 9.8 41.6 ± 11.6 41.8 ± 8.1 52.3 ± 11.4 46.4 ± 11.4 45.8 ± 8.5

45.8 ± 11.6 45.5 ± 12.1 39.4 ± 11.5 48.7 ± 9.8 47.8 ± 11.8 46.1 ± 10.5

38.4 ± 7.2 39.6 ± 6.8 38.8 ± 8.3 39.8 ± 9.2 39.0 ± 6.5 42.6 ± 7.6 41.8 ± 7.3 42.5 ± 7.4

24.6 ± 4.6 24.9 ± 4.3 23.7 ± 3.2 23.4 ± 4.5 25.2 ± 3.9 27.3 ± 2.6

41.3 ± 7.4 41.0 ± 7.3 39.4 ± 8.6 41.9 ± 8.1 41,2 ± 6.5 42.5 ± 7.9 44.1 ± 8.3 44.1 ± 8.1

26.0 ± 4.5 26.0 ± 4.6 25.0 ± 3.8 24.5 ± 4.6 26.5 ± 4.2 28.5 ± 3.3

38.4 ± 7.4 38.1 ± 7.3 38.2 ± 8.3 39.1 ± 7.8 36.7 ± 6.9 42.8 ± 8.9 39.6 ± 7.1 40.8 ± 7.2

23.7 ± 4.4 23.7 ± 4.4 22.4 ± 2.9 22.2 ± 4.7 23.9 ± 4.1 26.2 ± 3.1

28.9 ± 6.0 28.2 ± 5.7 26.4 ± 5.1 25.6 ± 7.0 27.4 ± 4.4 29.4 ± 5.4 29.6 ± 5.2 31.1 ± 5.4

22.1 ± 5.9 21.4 ± 5.7 17.9 ± 4.7 19.2 ± 5.7 23.6 ± 5.1 23.4 ± 5.5

53.7 ± 8.2 53.0 ± 8.1 51.0 ± 8.6 52.5 ± 9.1 53.8 ± 8.4 55.8 ± 6.6 54.1 ± 8.4 60.9 ± 8.2

46.2 ± 7.3 46.3 ± 7.5 45.1 ± 6.1 45.2 ± 4.2 49.1 ± 6.8 49.8 ± 3.5

56.7 ± 9.7 56.7 ± 10 54.8 ± 6.3 54.4 ± 10.7 56.7 ± 10.3 57.7 ± 14.8 58.7 ± 8.1 62.4 ± 5.3

39.5 ± 6.9 39.4 ± 7 39.8 ± 8.3 40.1 ± 6.2 41.6 ± 6.1 46.1 ± 5.3
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市ヶ谷キャンパス

-

n = 17

n = 39

n = 17

n = 39

n = 17

n = 39

n = 17

n = 38

n = 17

-
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-
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n = 1506

n = 512

非利き⼿

男性
n = 1524

⼥性
n = 852

キャリア
デザイン デザイン工

⻑座位
体前屈
（cm）

男性
n = 1513 n = 454 n = 10 n = 16 n = 14 n = 16

全対象者
法 文 経営 国際文化 人間環境

⼥性
n = 512

n は対象者数，－はデータのない箇所を示す。
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図1-1 形態に関するヒストグラム︓⾝⻑，体重，BMI，体脂肪率
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図 1-1　形態に関するヒストグラム：身長，体重，BMI，体脂肪率

表 1-2　体力測定における各種目・項目の学部および性別の測定値（小金井・多摩キャンパス）

 6

表 1-2 体力測定における各種目・項目の学部および性別の測定値 1 
（小金井・多摩キャンパス） 2 

 3 
n は対象者数，－はデータのない箇所を示す。 4 
  5 

46.4 ± 11.5 42.1 ± 10.5 46.2 ± 12.2 45.6 ± 11.9 45.4 ± 11.7 50.7 ± 10.8

47.1 ± 10.4 50.9 ± 9.4 44.6 ± 11.6 46.1 ± 13 49.7 ± 10.1

42.1 ± 7.4 39.8 ± 7.8 41.7 ± 7.7 34.9 ± 5.6 37.2 ± 5.3 40.5 ± 5.4

27.4 ± 4.3 27.6 ± 4.9 22.5 ± 4.7 23.3 ± 5.5 26.0 ± 4.7

37.7 ± 6.6

24.3 ± 5.4

36.5 ± 5.6

22.2 ± 5.9

29.4 ± 6.0 29.6 ± 4.9 29.5 ± 5.0 28.8 ± 6.3 25.3 ± 4.9 36.7 ± 7.4

23.1 ± 5.2 22.1 ± 5.9 21.5 ± 5.7 23.1 ± 5.9 29.6 ± 4.7

57.7 ± 6.0 60.2 ± 5.6 56.8 ± 6.7 51.4 ± 7.7 45.9 ± 13.6 60.2 ± 8.2

46.4 ± 5.2 49.7 ± 6.4 42.9 ± 6.8 43.2 ± 11.8 53.0 ± 4.4

59.7 ± 5.7 55.2 ± 7.7 58.7 ± 9.2 54.8 ± 9.7 60.7 ± 7.7

40.9 ± 5.7 41.1 ± 5.2 37.8 ± 7.2 39.3 ± 7.2

225.4 ± 25.7 218.4 ± 35.2 219.3 ± 26.7 223.6 ± 23.7 219.2 ± 15.8 237.7 ± 16.0

162.9 ± 21.2 171.4 ± 20.2 167.2 ± 23.3 163.9 ± 21.5 187.3 ± 15.4

99.5 ± 24 117.5 ± 21.9

59.5 ± 15.7 67.1 ± 15.3

47.8 ± 14.9 101.7 ± 19.1

31.2 ± 10.4 57.8 ± 18.7

7.0 ± 0.5 6.7 ± 0.3

8.6 ± 0.7 8.1 ± 0.6

23.6 ± 5.1 27.5 ± 4.9

13.6 ± 3.5 17.5 ± 3.3

n = 22

- -n = 14

n = 14

n = 43

n = 44

n = 44

n = 46

-

-

n = 36

n = 36

n = 36

n = 43

-

n = 16 n = 22

n = 46

n = 16 n = 21
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n = 16 n = 22

n = 46

n = 13

⼥性 - n = 14
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（m）
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-

- -

-

-

⼥性 - n = 14

-50m走
（秒）

男性

-

- -

-

-

-

⼥性 - n = 14

-20m
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（回）
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-

--

-

-

-

⼥性 - -n = 204 n = 14

-背筋⼒
（kg）

男性 n = 573

-

--

-

-

⼥性 n = 47 n = 201 n = 14n = 36

⽴幅跳び
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-

n = 13
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-

-

-

- -

-

n = 13

n = 556 n = 16 n = 21

n = 21

n = 204 n = 14

n = 574 n = 13 n = 22

n = 569 n = 12 n = 22

理工 情報科学

-

⼥性 -n = 47 n = 204

n = 192 n = 14

垂直跳び
（cm）

男性 n = 219 n = 31 n = 72 n = 573

⼥性 n = 46

反復
横跳び
（回）

男性 n = 218 n = 31 n = 71

-

n = 14- n = 36

-

⼥性 n = 47 n = 202 n = 14

上体
起こし
（回）

男性 n = 217 n = 31 n = 72 n = 570 n = 11

非利き⼿
男性 n = 12

n = 13

⼥性 - -
利き⼿

男性 -

-

-

-

-

-

-

-

-

生命科学 経済 現代福祉 スポーツ健康

⼥性 n = 47

n = 203 n = 14

握⼒
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左右平均
男性 n = 219 n = 31 n = 72

⼥性 n = 47

⻑座位
体前屈
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男性 n = 219 n = 31 n = 72

n = 36

⼥性

n は対象者数，－はデータのない箇所を示す。
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握力：左右平均（kg）
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図 1-2　各測定項目におけるヒストグラム：長座位体前屈，握力（左右平均），垂直跳び，反復横跳び，上体起こし

表 2-1　コロナ禍前および 2022 年度における体重の各区分における人数
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表 2-2　コロナ禍前および 2022 年度におけるBMI の各区分における人数
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表 2-4　コロナ禍前および 2022 年度における長座体前屈の各区分における人数
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今後，本学入学者の運動習慣を含めた生活習慣の調査も行う
ことで，様々な要因によって身体活動が制限された期間を経
ているにも関わらず体重や BMI の増加が生じなかった原因を
推察できる可能性がある。また，大学生アスリートを対象に
COVID-19 の感染者を抑制するロックダウン中の BMI と体脂
肪量の変化について調査した先行研究では，BMI の変化には
男女差が認められなかったものの，体脂肪量においては男子
学生では体脂肪量の減少，女子学生では体脂肪量の増加が認
められた（Dommel et al., 2022）。この研究の対象者はアスリー
トであるものの，大学生においてこのような変化がみられた

ことから，本学在学生においても同様の変化が起きている可
能性がある。そのため，今後入学生のみではなく在学生も対
象に身体組成の変化を調査していくことで，新型コロナウイ
ルス感染症拡大を予防するための様々な制限が，本学在学生
の身体組成を始めとする形態面に及ぼした影響を明らかにな
ると推察される。　　　　　
2．本学入学者の体力測定結果
　握力に関して，今年度とコロナ禍前の値（法政大学スポー
ツ研究センター調査・研究部，2018）を比較した結果，利き
手，非利き手の値はほぼ同値であった。また，今回の対象者

表 2-5　コロナ禍前および 2022 年度における握力の各区分における人数

 10

 1 
表 2-4 コロナ禍前および 2022 年度における長座体前屈の各区分における人数 2 

 3 
 4 
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 8 
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表 2-6　コロナ禍前および 2022 年度における反復横跳びの各区分における人数
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表 2-6 コロナ禍前および 2022 年度における反復横跳びの各区分における人数 1 

 2 
 3 

表 2-7 コロナ禍前および 2022 年度における垂直跳びの各区分における人数 4 

 5 
 6 
 7 
 8 
 9 
 10 
 11 
 12 
 13 
 14 
 15 

 16 
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の多くと同年齢である 19 歳の握力の全国平均値は男子で
41.5kg，女子で 25.9kg となっている（スポーツ庁，2022）。今
年度の本学入学者の左右平均値をみると，男子入学生で
38.4kg，女子入学生で 24.6kg であり，本学男子入学生の平均
握力が全国平均値と比較して低値を示した。このような結果
は，長座体前屈，上体起こしおよび垂直跳びにおいても確認
されている。これらを踏まえれば，本学の入学生における握
力はコロナ禍を経ても大きく変化していない可能性が示唆さ
れるが，全国平均と比較して低値を示した理由は不明である。
今後，入学時または授業開始時における学生情報の一つとし
て，今回各学部・学科から提供された体力測定の結果に加え，
入学前の身体活動状況，生活習慣などについても把握するこ
とが有益であるかもしれない。全国平均値もコロナ禍で測定
されたものであることに鑑みれば，本学に入学してくる男子
学生の握力が比較的低いとも判断できる。他の体力測定項目
とも関連して判断していかなくてはならないが，高等学校ま

でに身体活動量が低い者が入試に合格して入学している可能
性もある。もし入学者の入学前の身体活動量が低い場合には，
本学における体育・スポーツ関連科目のカリキュラムポリシー
や実施内容を再検討する上で，重要な知見となり得る。
　また，握力，反復横跳びにおいても，男女に共通して新型
コロナウイルス感染症拡大による影響があった可能性がある。
体力測定項目についてコロナ禍前と今年度の値を比較した結
果，男子入学生では，長座体前屈，平均握力，反復横跳び，
垂直跳び，上体起こし，女子入学生では，長座体前屈，平均
握力，反復横跳びにおいて有意なχ2 値が得られ，各区分の人
数に偏りがみられた（表 2-4，2-5，2-6，2-7，2-8）。全体とし
て，各体力測定項目の測定値の下位区分において，今年度入
学者の観測者数が多い傾向にあることが示された。例えば，
青年期の男女を対象に，本報告で実施した長座体前屈と同様
の方法で新型コロナウイルス感染症拡大による 5 か月間のロッ
クダウン後に測定された柔軟性に関して，前年に測定された

表 2-7　コロナ禍前および 2022 年度における垂直跳びの各区分における人数

 11
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 3 
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表 2-8　コロナ禍前および 2022 年度における上体起こしの各区分における人数
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表 2-8 コロナ禍前および 2022 年度における上体起こしの各区分における人数 1 

 2 
 3 
Ⅳ 考察 4 
1.  本本学学入入学学者者のの身身体体組組成成 5 

2022 年度（今年度）と 2017 年度の調査報告（法政大学スポーツ研究センター調査・研究6 
部，2018）を比較すると，身長，体重，BMI，および体脂肪率の平均値はどの項目も同程度7 
の値であった。2021 年の身長，体重の全国平均値は 19 歳男子で 170.9cm，女子で 157.9cm，8 
体重は 19 歳男子で 62.3kg，女子で 51.4kg となっている（スポーツ庁，2022）。本学の初年9 
次生の平均身長（男子：172.0cm，女子：159.0cm），平均体重（男子：62.9kg，女子：51.5kg）10 
とこれらの値を比較すると，身長に関しては，男女ともに今年度の本学入学生の方が高値を11 
示し，体重に関しては，全国平均値と同等の値であった。 12 
今年度の調査において，2017 年度と今年度の肥痩度や身体組成データに関しては，分布13 

の偏りに有意な χ2値は認められず，コロナ禍前の 2017 年度の値と今年度の値は同等である14 
と判断された（表 2-1，2-2，2-3）。そのため，新型コロナウイルス感染症拡大による社会状15 
況が，本学初年次生の肥痩度や身体組成に及ぼした影響は小さいことが示唆された。新型コ16 
ロナウイルス感染症が拡大した時期の前後において肥痩度や身体組成の変化を比較した先17 
行研究では，青年期の男女でコロナ禍の後に BMI と体重の増加がみられ（Tsuoukos and 18 
Bodanis，2022），成人男女（平均年齢：27±6 歳）でも同様に体重と BMI の増加が報告され19 
ている（Hedge and Hughson，2022）。今年度の本学入学者においては，詳細な生活習慣につ20 
いての調査は行っていない。そのため今年度の体重，BMI に増加がみられなかった原因は21 
本報告では明らかにできないが，今後，本学入学者の運動習慣を含めた生活習慣の調査も行22 
うことで，様々な要因によって身体活動が制限された期間を経ているにも関わらず体重や23 
BMI の増加が生じなかった原因を推察できる可能性がある。また，大学生アスリートを対24 
象に COVID-19 の感染者を抑制するロックダウン中の BMI と体脂肪量の変化について調査25 
した先行研究では，BMI の変化には男女差が認められなかったものの，体脂肪量において26 
は男子学生では体脂肪量の減少，女子学生では体脂肪量の増加が認められた（Dommel et al., 27 
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値よりも有意に低値を示したことが報告されている（Tsuoukos 

and Bodanis，2022）。本報告でも同様に，2017 年度のデータと
比較して，男子における長座体前屈の下位区分（20.1 - 25.0，
25.1 - 30.0，30.1 - 35.0）に今年度入学者の観測者の割合が多い
一方，上位区分（45.1 - 50.0，55.1 - 60.0，65.1 - 70.0）では今年
度よりも 2017 年度の観測者の割合が多い（表 2-4）。女子学生
にもこのような傾向が認められたことを考慮すると，本学入
学生においても新型コロナウイルス感染症拡大に伴うロック
ダウンによる柔軟性の低下が生じた可能性が推察される。同
様に，平均握力（表 2-5），反復横跳び（表 2-6）においても，
男女ともに下位区分では 2022 年度における学生の割合が，上
位区分では逆にコロナ禍前における学生の割合の方が有意に
多い。長座位体前屈，握力，反復横跳びは，それぞれ柔軟性，
筋力，敏捷性という体力概念の優劣の評価のために測定され
る（田中ほか，2007）。柔軟性，筋力，敏捷性は，トレーニン
グや身体活動量の影響を受ける体力要素である。今回の測定
で得られた身体組成項目と体力測定項目の結果を考慮すると，
新型コロナウイルス感染症拡大による行動制限は体力面に大
きく影響していると推察される。
　このようなコロナ禍を経たことによる体力の低下が全国的
に認められる場合，大学教育を通じた，学生の身体活動量増
大に向けた施策は非常に重要である。新型コロナウイルス感
染症拡大に伴う身体活動量に関して，大学生アスリートを対
象とした調査では，72 人中 35 名（49%）において身体活動量
が減少したと報告されている（Dommel et al., 2022）。また本
邦の大学生を対象とした先行研究でも，155 名の学生うち
62.6% の学生が，2019 年度と比較して運動頻度が減少している
ことが報告されている（藤瀬ほか，2021）。本報告では本学入
学生の運動習慣の変化は調査していない。しかしながら，
2020 年初頭からのコロナ禍において発出された緊急事態宣言
による活動自粛要請は，直接的・間接的を問わず，本学入学
生の各種体力の低下を引き起こすほどの身体活動量の低下に
繋がっていたと推察される。身体活動量と体力との関連が明
らかであることに鑑みれば，大学生に対しては，授業中の身
体活動による直接的なアプローチ，さらに行動変容や運動習
慣確立へ向けた授業内容を通じた間接的なアプローチの両方
が有効であろう。
　さらに，本学においては，まずは所属学生に対しての身体
活動量増大の重要性と，授業や学生支援活動を通じた運動習
慣確立に向けた様々なアプローチを実施していくことの有用
性が高いと推察される。また，新型コロナウイルスへの感染
予防を目的としたオンライン授業から対面での授業が再開さ
れることによって，日常における身体活動量もコロナ禍前の
状態に戻る可能性もある。大学のカリキュラムにおいて週に
一度程度体育・スポーツ関連科目を履修しても，その授業内
での身体活動だけでは筋力や持久力の向上，身体組成の改善
などの効果は非常に限定的である。学生生活や大学卒業後の
日常生活においてどのように身体活動や健康を捉えていくか
という点は，高等教育機関における教養教育の内容としても

非常に重要である。今回の分析結果を確認した上で，体育・
スポーツ関連科目において提供すべき教育内容を再検討する
ことは，コロナ禍を経た日本の教育機関における重要な課題
であると考えられる。今後，スポーツ研究センターにおいて
も，従来の体力測定の取りまとめに加えて，学生の日常生活
における実際の身体活動量や日常生活の状況，その背景にあ
る健康への意識や理解などについても検討を進めていくこと
を検討している。

3．本報告の意義および今後の測定の在り方について
　本報告によって，今年度の本学入学生は，新型コロナウイ
ルス感染症拡大の影響により，体力レベルが例年よりも低下
している可能性が示唆された。体力レベルの低下は，将来の
健康寿命にも影響を及ぼすと推察される。しかしながら，例
えば本学における体育・スポーツ関連科目は，「週に 1 回，
100 分」が標準的であり，学部によっては必修となるのは半期
の授業のみである。さらに，すべての回で実技が行われると
は限らず，このような授業のみで身体活動に対する生理的適
応・機能改善を生じさせることは困難である。そのため，い
かに日常における身体活動量を増大させ，運動習慣の確立を
目指した教育が重要となる。
　学生が生涯にわたって心身の健康を維持でき，豊かな生活
を送る基礎となり得る知識の充実や実践力を涵養しうる教育
の充実が重要な課題である。大学における体育・スポーツ関
連科目においては，学習指導要領によって学習内容が規定さ
れている初等・中等教育の「基本的な動きを身に付ける」，「運
動や健康についての自他の課題を発見」する，「生涯にわたっ
て継続して運動に親しむ」などの基礎的な教科目標（文部科
学省，2017a，2017b，2017c）から発展した教育が求められる。
しかし，大学での教育内容に関して明文化された教育規定は
存在しない。このような状況において体育・スポーツ関連科
目の重要性を評価するためには，単に科目の独自性を有して
いるかどうかではなく，大学においてこれらの科目が教養教
育としてその役割を果たしていることが重要となる（森田ほ
か，2009）。大学における体育・スポーツ関連科目においては，
高等教育機関での教育であることを念頭に，従来から批判を
受けている「単なる高校までの体育科の授業の繰り返し」と
ならないよう留意する必要がある。その上で，コロナ禍以前
の教育内容について担当教員，さらには各教学組織における
再検討を行い，充実した教育内容や，新たな手立てや方針を
定めることが重要であろう。
　スポーツ研究センターにおいては，今後も新入生の体力等
について継続した報告を行い，学内の体育・スポーツ関連科
目の充実に向けて，提供する情報の内容や質を検討して行く
予定である。今回のコロナ禍を経た新入生の体力低下に鑑み
れば，2020 年度以降，対面での実施が困難であった体力測定
やその評価については，教養教育の充実とともに本学学生の
状況を把握する上で継続していく必要があることは明らかで
あろう。また，今年度入学生の体力測定を継続的に行い，体
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力レベルの変化を調査していくことの重要性も高い。2019 年
初頭から続くコロナ禍において世界的に求められた様々な行
動制限やオンラインに限定された対人コミュニケーションな
どは，人々の身体活動量に大きな負の影響を及ぼした。本報
告において提要を受けた体力測定のデータは，本学の一部の
学部からのものであり，その結果の解釈には留意する必要が
ある。
　しかしながら，いわゆるコロナ禍の時期に高校生であった
2022 年度の本学入学生の体力に着目した活動継続の重要性は
高いと判断される。本報告においては，コロナ禍の様々な行
動制限による負の影響が残存している可能性を示した。この
ような傾向が来年度以降の入学者においてもみられる場合に
は，短期的であっても，今後本学における体育・スポーツ関
連科目の内容を再考する必要も生じるかもしれない。本報告
は，本学の各学部・学科の授業で行われている体力測定のデー
タの提供を受けて実施している。この点に鑑み，上述のよう
な毎年の新入生の状況や社会状況を踏まえた検討に加え，今
後は各学部・学科の要望にも応じて随時新たな検討が可能と
なるよう本センター調査研究部の体制も整えていく予定であ
る。単なる体力測定データの羅列に留まることなく，本セン
ターの設置の意義・目的を念頭に，今後も充実した報告が可
能となるよう所員・研究員が連携しつつ，活動を充実させて
いくことを検討している。
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